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分
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示
第
二
百
七
十
六
号
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戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
特
定
施
設
の
構
造
等
の
変
更
の
許
可
申
請
が
あ
っ
た
。

　

な
お
、
次
の
と
お
り
当
該
特
定
施
設
の
構
造
等
を
変
更
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調

査
の
結
果
に
基
づ
く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
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面
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縦
覧
に
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す
る
。

　
　

令
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月
六
日

大
分
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瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

申
請
の
概
要

　

１　

申
請
者
の
住
所
及
び
名
称
並
び
に
そ
の
代
表
者
の
氏
名

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

三
恵
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

　
　
　

豊
後
大
野
市
犬
飼
町
田
原
千
五
百
八
十
番
地
二
十
九

　
　
　
　

株
式
会
社
大
分
県
畜
産
公
社

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

壁　

村　

雄　

吉

　

２　

特
定
事
業
場
の
所
在
地
及
び
名
称

　
　
　

豊
後
大
野
市
犬
飼
町
田
原
千
五
百
八
十
番
地
二
十
九

　
　
　
　

株
式
会
社
大
分
県
畜
産
公
社

　

３　

特
定
施
設
の
種
類

　
　
　

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
別
表
第
一
第
六
十
九
号　

と
畜

　
　

業
又
は
死
亡
獣
畜
取
扱
業
の
用
に
供
す
る
解
体
施
設
及
び
第
七
十
四
号　

特
定
事
業
場
か
ら
排
出
さ
れ

　
　

る
水
（
公
共
用
水
域
に
排
出
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
処
理
施
設

　

４　

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
の
内
容

　
　
　

特
定
施
設
の
構
造
、
特
定
施
設
の
使
用
の
方
法
、
特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
又
は
廃
液
の
処

　
　

理
方
法
、
排
出
水
の
量
及
び
排
出
水
の
汚
染
状
態

　

５　

特
定
施
設
の
使
用
の
方
法

（
告
示
）
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類

と
畜
場
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上

能

力

と
畜
能
力　

牛　

六
〇
頭
／
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豚　

五
六
〇
頭
／
日
（
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換
算
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〇
頭
／
日
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上

工

事

着

手

予

定

年

月

日

既
設

同
上

工

事

完

成

予

定

年

月

日

既
設

同
上

使

用

開

始

予

定

年

月

日

既
設
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上

使

用
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間

間

隔

連
続
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上

一

日

当

た

り
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間
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用

の

季

節

的

変

動

な
し
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上

汚
水
等
の
一
日
当
た
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の
量

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値
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常　

の　

値

最　

大　

の　

値

㎥
／
日

七
九
三　
　

　
　

九
八
三　
　

九
八
九　
　

一
、
一
八
三　
　

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位
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～
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五
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八
～
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六

五
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八
～
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
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要
求
量

㎎

／
ℓ

　

一
、
五
〇
〇　
　

　

一
、
五
〇
〇　
　

　

一
、
三
〇
〇　
　

　

一
、
五
〇
〇　
　

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎

／
ℓ

七
〇
〇　
　

九
〇
〇　
　

　
　

四
五
〇　
　

　
　
　

五
〇
〇　
　

浮

遊

物

質

量

㎎

／
ℓ

一
、
三
〇
〇　
　

一
、
三
〇
〇　
　

八
〇
〇　
　

九
〇
〇　
　

窒

素

含

有

量

㎎

／
ℓ

一
五
〇　
　

二
〇
〇　
　

一
四
〇　
　

　
　

一
五
〇　
　

り

ん

含

有

量

㎎

／
ℓ

三
〇　
　

六
〇　
　

　

一
五　
　

　

一
七　
　

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

―　
　
　

―　
　
　

二
、
〇
〇
〇
以
下

二
、
〇
〇
〇
以
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ノ

ル
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ヘ

キ
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出
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質

含
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量

㎎

／
ℓ
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五
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五
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〇
〇　
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五
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区

分

　

変
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前

　

　

変
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後

　

種

類

特
定
事
業
場
か
ら
排
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さ
れ
る
水
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処
理
施
設

同
上

能

力

一
、
〇
〇
〇
㎥
／
日

一
、
二
〇
〇
㎥
／
日

工

事

着

手

予

定

年

月

日

既
設

令
三
・
五
・
一

工

事

完

成

予

定

年

月

日

既
設

令
四
・
三
・
三
一
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使
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始

予
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令
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四
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一

使

用

時

間

間

隔

連
続

同
上

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

二
四
時
間

同
上

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

同
上

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

㎥
／
日

八
〇
四　
　

一
、
〇
〇
〇　
　

一
、
〇
〇
〇　
　

一
、
二
〇
〇　
　

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎

／
ℓ

　
　
　
　
　

七　
　

　

一
〇　
　

　
　
　
　
　

八
・
三

　
　
　
　

一
二　
　

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎

／
ℓ

　

二
〇　
　

　

三
〇　
　

　
　
　

三
〇　
　

　
　
　
　
　

四
五　
　

浮

遊

物

質

量

㎎

／
ℓ

一
〇　
　

二
〇　
　

　
　

八
・
三

　

二
〇　
　

窒

素

含

有

量

㎎

／
ℓ

二
〇　
　

六
〇　
　

　

二
九　
　

　
　
　

六
〇　
　

り

ん

含

有

量

㎎

／
ℓ

四　
　

八　
　

　
　

六
・
四

　

一
五　
　

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

―　
　
　

―　
　
　

二
、
〇
〇
〇
以
下

二
、
〇
〇
〇
以
下

ノ

ル

マ

ル

ヘ

キ

サ

ン

抽

出

物

質

含

有

量

㎎

／
ℓ

　
　

五　
　

　
　

七　
　

　
　

四
・
二

　
　

七　
　

　

６　

汚
水
等
の
処
理
の
方
法

区

分

　

変

更

前

　

　

変

更

後

　

種

類

活
性
汚
泥

活
性
汚
泥
処
理
＋
凝
集
沈
殿
＋
ろ
過

処

理

方

式

活
性
汚
泥

高
速
リ
ア
ク
タ
ー
＋
硝
化
液
循
環
脱
窒
＋
凝
集
沈
殿
＋
ろ
過
＋
消
毒

能

力

一
、
〇
〇
〇
㎥
／
日

一
、
二
〇
〇
㎥
／
日

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

同
上

主

要

寸

法

加
圧
浮
上
槽

　

縦
三
・
五
ｍ
×
横
一
〇
・
〇
ｍ
×
高
さ
六
・
〇
ｍ

活
性
汚
泥
槽

　

縦
一
〇
・
五
ｍ
×
横
三
二
・
七
ｍ
×
高
さ
四
・
〇
ｍ

凝
集
沈
殿
槽

　

縦
六
・
〇
ｍ
×
横
六
・
〇
ｍ
×
高
さ
五
・
五
ｍ

貯
留
槽
・
高
速
リ
ア
ク
タ
ー
・
脱
窒
槽
・

　

ば
っ
気
槽
・
沈
殿
槽
・
凝
集
沈
殿
処
理
ろ
過
機

　
　

　
　

縦
二
五
ｍ
×
橫
七
〇
ｍ
×
高
さ
七
ｍ

（
告
示
）
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四

工

事

着

手

予

定

年

月

日
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設

令
三
・
五
・
一

工

事

完

成

予

定

年

月

日

既
設

令
四
・
三
・
三
一

使

用

開

始

予

定

年

月

日

既
設

令
四
・
四
・
一

使

用

時

間

間

隔

連
続

同
上

一

日

当

た

り

の

使

用

時

間

二
四
時
間

同
上

使

用

の

季

節

的

変

動

な
し

同
上

汚
水
等
の
一
日
当
た
り
の
量

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

㎥
／
日

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

八
〇
四

八
〇
四

一
、
〇
〇
〇

一
、
〇
〇
〇

一
、
〇
〇
〇

一
、
〇
〇
〇

一
、
二
〇
〇

一
、
二
〇
〇

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

処　

理　

前

処　

理　

後

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八
～　

八
・
六

五
・
八
～　

八
・
六

五
・
八
～　

八
・
六

五
・
八
～　

八
・
六

五
・
八
～　

八
・
六

五
・
八
～　

八
・
六

五
・
八
～　

八
・
六

五
・
八
～　

八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎

／
ℓ

一
、
五
〇
〇

七

一
、
五
〇
〇

一
〇

一
、
三
〇
〇

八
・
三

一
、
五
〇
〇

一
二

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎

／
ℓ

七
〇
〇

二
〇

九
〇
〇

三
〇

四
五
〇

三
〇　
　

五
〇
〇

四
五

浮

遊

物

質

量

㎎

／
ℓ

一
、
三
〇
〇

一
〇

一
、
三
〇
〇

二
〇

八
〇
〇

八
・
三

九
〇
〇

二
〇

窒

素

含

有

量

㎎

／
ℓ

一
五
〇

二
〇

二
〇
〇

六
〇

一
四
〇

二
九　
　

一
五
〇

六
〇

り

ん

含

有

量

㎎

／
ℓ

三
〇

四

六
〇

八

一
五

六
・
四

一
七

一
五

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

―

―

―

―

―

二
、
〇
〇
〇

以
下

―

二
、
〇
〇
〇

以
下

ノ

ル

マ

ル

ヘ

キ

サ

ン

抽

出

物

質

含

有

量

㎎

／
ℓ

―

―

―

―

一
〇
〇

四
・
二

一
五
〇

七

　

７　

排
出
水
の
量
及
び
汚
染
状
態
の
値

区

分

　

変

更

前

　

　

変

更

後

　

排

水

口

名

№１

同
上

一

日

当

た

り

の

排

出

水

量

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

㎥
／
日

八
〇
四　
　

一
、
〇
〇
〇　
　

一
、
〇
〇
〇　
　

一
、
二
〇
〇　
　

（
告
示
）
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五

（
告
示
）

汚
水

等
の

汚
染

状
態

の
値

項

目

単

位

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

通　

常　

の　

値

最　

大　

の　

値

水

素

イ

オ

ン

濃

度

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

五
・
八
～
八
・
六

生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量

㎎

／
ℓ

　
　
　

七　
　

　
　
　

一
〇　
　

　
　
　

八
・
三

　
　
　

一
二　
　

化

学

的

酸

素

要

求

量

㎎

／
ℓ

　
　

二
〇　
　

　

三
〇　
　

　
　

三
〇　
　

　

四
五　
　

浮

遊

物

質

量

㎎

／
ℓ

　
　

一
〇　
　

　

二
〇　
　

　
　
　

八
・
三

　

二
〇　
　

窒

素

含

有

量

㎎

／
ℓ

　
　

二
〇　
　

　

六
〇　
　

　
　

二
九　
　

　

六
〇　
　

り

ん

含

有

量

㎎

／
ℓ

　
　
　

四　
　

　

八　
　

　
　
　

六
・
四

　

一
五　
　

大

腸

菌

群

数

個
／
㎤

二
、
〇
〇
〇
以
下

二
、
〇
〇
〇
以
下

二
、
〇
〇
〇
以
下

二
、
〇
〇
〇
以
下

ノ

ル

マ

ル

ヘ

キ

サ

ン

抽

出

物

質

含

有

量

㎎

／
ℓ

―　
　
　

―　
　
　

　
　
　

四
・
二

　
　

七　
　

二　

事
前
評
価
に
関
す
る
書
面
の
縦
覧
期
間
及
び
縦
覧
場
所

　

１　

縦
覧
期
間

　
　
　

令
和
三
年
四
月
六
日
か
ら
同
月
二
十
七
日
ま
で

　

２　

縦
覧
場
所

　
　
　

大
分
県
生
活
環
境
部
環
境
保
全
課
及
び
豊
後
大
野
市
役
所



令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
報

六

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
七
十
七
号

　

高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
指
定
保
安
検
査
機
関
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

名
称
及
び
代
表
者
氏
名

　
　

株
式
会
社
ダ
イ
プ
ロ　

代
表
取
締
役
社
長　

小
野　

日
出
明

二　

所
在
地

　
　

大
分
市
大
字
勢
家
千
百
四
番
地
の
三

三　

指
定
す
る
地
域

　
　

大
分
県
全
域

四　

指
定
す
る
区
分

　
　

液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）
第
七
十
八
条
第
四
項
で
規

　

定
す
る
特
定
施
設
の
保
安
検
査

五　

指
定
年
月
日

　
　

令
和
三
年
三
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
七
十
八
号

　

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
大
規
模
小
売
店
舗
の
届
出
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

届
出
の
概
要

　

１　

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　
　

パ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
大
分
Ｃ
敷
地

　
　
　
　

大
分
市
公
園
通
り
西
二
丁
目
三
―
二

　

２　

届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

　
　
　

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

橋　

本　
　
　

勝

　
　
　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号

（
告
示
）

　

３　

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

　
　
　

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

　
　
　

駐
車
場
の
収
容
台
数

　
　
　

変
更
前　

百
九
台

　
　
　

変
更
後　

七
十
九
台

　

４　

変
更
す
る
年
月
日

　
　
　

令
和
三
年
十
一
月
十
一
日

二　

届
出
年
月
日

　
　

令
和
三
年
三
月
十
一
日

三　

関
係
書
類
の
縦
覧

　

１　

縦
覧
期
間

　
　
　

令
和
三
年
四
月
六
日
か
ら
同
年
八
月
六
日
ま
で

　

２　

縦
覧
場
所

　
　
　

大
分
県
商
工
観
光
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
課

四　

そ
の
他

　
　

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
令
和
三
年
八

　

月
六
日
ま
で
に
意
見
の
内
容
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地
（
以
下
「
氏

　

名
等
」
と
い
う
。
）
を
記
載
し
た
意
見
書
を
大
分
県
商
工
観
光
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
振
興
課
に
提

　

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

な
お
、
法
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
の
縦
覧
に
お
い
て
、
氏
名
等
の
縦
覧
を
希
望
し
な
い
者

　

は
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
七
十
九
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
県
営

土
地
改
良
事
業
の
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

事　
　

業　
　

名

地
区
名

縦　
　

覧　
　

期　
　

間

縦
覧
場
所



令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
報

七

（
告
示
・
公
告
）

県
営
地
域
た
め
池
総
合
整
備
事
業

定
野
尾
地
区

令
三
・　

四
・　

六
か
ら

令
三
・　

四
・
二
六
ま
で

杵
築
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
八
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
県
営

土
地
改
良
事
業
の
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
の
写
し
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
利
害
関
係
人
で
異
議
の
あ
る
も
の
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内

に
知
事
に
対
し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

事　
　

業　
　

名

地
区
名

縦　
　

覧　
　

期　
　

間

縦
覧
場
所

県
営
地
域
た
め
池
総
合
整
備
事
業

天
神
・
西
ヶ

迫
地
区

令
三
・　

四
・　

六
か
ら

令
三
・　

四
・
二
六
ま
で

杵
築
市
役
所

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
八
十
一
号

　

林
業
種
苗
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
生
産

事
業
者
の
登
録
を
行
っ
た
。

　
　

令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

登
録
番
号

　
　

中
部
第
四
号

二　

生
産
事
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

　
　

平　

山　

祥　

幹

　
　

臼
杵
市
野
津
町
大
字
西
畑
千
三
百
一
番
地

三　

生
産
事
業
の
内
容

　

１　

種
穂　

採
取
、
精
選　

　

２　

苗
木　

幼
苗
の
育
成
、
幼
苗
以
外
の
苗
木
の
育
成

四　

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

臼
杵
市
野
津
町
大
字
西
畑

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
八
十
二
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

よ
う
に
道
路
の
位
置
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

指
定
番
号

指　

定　

位　

置

指

定

年

月

日

道
路
の
幅
員

道
路
の
延
長

中
第
二
―
一

号

豊
後
高
田
市
新
地
字
山
道
一
六
二

二
番
一
及
び
一
六
二
二
番
一
地
先

里
道

令
三
・　

三
・
一
二

メ
ー
ト
ル

六
・
〇
〇

メ
ー
ト
ル

四
〇
・
二
九

　
　
　
　
　
　
　

大
分
県
告
示
第
二
百
八
十
三
号

　

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
指
定
を
次
の
と
お
り
更
新
し
た
。

　
　

令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

　
　

名　

称　

一
般
社
団
法
人
大
分
県
建
築
構
造
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　

住　

所　

大
分
市
城
崎
町
一
丁
目
三
番
三
十
一
号　

二　

業
務
区
域

　
　

大
分
県
全
域

三　

指
定
の
有
効
期
間

　
　

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
五
年
間

○
公
　
　
　
　
　
告

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
木
立
土
地

改
良
区
（
佐
伯
市
）
か
ら
、
退
任
役
員
及
び
就
任
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出
が
あ

っ
た
。

　
　

令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　



令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
報

八

（
退
任
役
員
）

役　

名

氏

名

住

所

理　

事

阿　

部　

昭　

二 

佐
伯
市
大
字
木
立
三
六
一
七
番
地

　
　

〃　
　

井　

戸　

善　

藏

　

〃　

大
字
木
立
三
九
五
七
番
地

　
　

〃　
　

岩　

本　

忠　

政

　

〃　

大
字
木
立
一
八
三
四
番
地
一

　
　

〃　
　

大　

山　

勝　

美

　

〃　

大
字
木
立
一
〇
四
二
番
地
二

　
　

〃　
　

黑　

岩　

留　

夫

　

〃　

大
字
木
立
一
六
七
八
番
地
一

　
　

〃　
　

永　

田　

不
二
男

　

〃　

大
字
木
立
三
二
二
〇
番
地
三

　
　

〃　
　

成　

迫　

金　

光

　

〃　

大
字
木
立
一
七
九
番
地

　
　

〃　
　

成　

迫　

藤　

吉

　

〃　

大
字
木
立
二
二
一
八
番
地

　
　

〃　
　

成　

迫　

丞　

次

　

〃　

大
字
木
立
一
三
三
九
番
地

　
　

〃　
　

山　

﨑　

和　

成

　

〃　

大
字
木
立
六
六
七
二
番
地

　
　

〃　
　

泥　

谷　

孝　

雄

　

〃　

大
字
木
立
四
一
九
六
番
地

　
　

〃　
　

山　

田　

健　

一

　

〃　

大
字
木
立
五
八
五
九
番
地

　
　

〃　
　

巻　

矢　

英　

雄

　

〃　

大
字
木
立
三
九
四
五
番
地

　
　

〃　
　

山　

田　

慶　

治

　

〃　

大
字
木
立
三
八
一
九
番
地
二

監　

事

成　

迫　

米　

雄

　

〃　

大
字
木
立
二
七
四
一
番
地

　
　

〃　
　

肥　

後　

俊　

明

　

〃　

大
字
長
谷
九
八
六
三
番
地
一
三

　
　

〃　
　

川　

野　
　
　

進

　

〃　

大
字
木
立
四
一
八
二
番
地

（
就
任
役
員
）

役　

名

氏

名

住

所

理　

事

阿　

部　

昭　

二

佐
伯
市
大
字
木
立
三
六
一
七
番
地

　
　

〃　
　

井　

戸　

善　

藏

　

〃　

大
字
木
立
三
九
五
七
番
地

　
　

〃　
　

岩　

本　

忠　

政

　

〃　

大
字
木
立
一
八
三
四
番
地
一

（
公
告
）

　
　

〃　
　

大　

山　

勝　

美

　

〃　

大
字
木
立
一
〇
四
二
番
地
二

　
　

〃　
　

小　

川　

忠　

重

　

〃　

大
字
木
立
一
八
七
七
番
地

　
　

〃　
　

永　

田　

不
二
男

　

〃　

大
字
木
立
三
二
二
〇
番
地
三

　
　

〃　
　

成　

迫　

金　

光

　

〃　

大
字
木
立
一
七
九
番
地

　
　

〃　
　

成　

迫　

藤　

吉

　

〃　

大
字
木
立
二
二
一
八
番
地

　
　

〃　
　

黑　

岩　

留　

夫

　

〃　

大
字
木
立
一
六
七
八
番
地
一

　
　

〃　
　

山　

﨑　

和　

成

　

〃　

大
字
木
立
六
六
七
二
番
地

　
　

〃　
　

泥　

谷　

孝　

雄

　

〃　

大
字
木
立
四
一
九
六
番
地

　
　

〃　
　

山　

田　

健　

一

　

〃　

大
字
木
立
五
八
五
九
番
地

　
　

〃　
　

巻　

矢　

英　

雄

　

〃　

大
字
木
立
三
九
四
五
番
地

　
　

〃　
　

山　

田　

慶　

治

　

〃　

大
字
木
立
三
八
一
九
番
地
二

監　

事

二　

田　

善　

隆

　

〃　

大
字
木
立
二
七
三
四
番
地
一

　
　

〃　
　

肥　

後　

俊　

明

　

〃　

大
字
長
谷
九
八
六
三
番
地
一
三

　
　

〃　
　

川　

野　
　
　

進

　

〃　

大
字
木
立
四
一
八
二
番
地

　
　
　
　
　
　
　

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
浦
田
土
地

改
良
区
（
豊
後
高
田
市
）
か
ら
、
退
任
役
員
及
び
就
任
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
届
出

が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

（
退
任
役
員
）

役　

名

氏

名

住

所

理　

事

上　

野　
　
　

弘

豊
後
高
田
市
高
田
二
四
九
〇
番
地

　
　

〃　
　

中　

村　
　
　

稔

　
　

〃　
　

高
田
二
三
九
五
番
地

　
　

〃　
　

小
笠
原　
　
　

始

　
　

〃　
　

高
田
二
四
三
七
番
地



令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
報

九

（
公
告
）

　
　

〃　
　

秋　

吉　

光　

隆

　
　

〃　
　

高
田
三
〇
七
八
番
地
二

　
　

〃　
　

清　

末　

洋　

司

　
　

〃　
　

水
取
三
八
二
番
地

　
　

〃　
　

佐　

藤　

武　

利

　
　

〃　
　

新
地
一
〇
八
一
番
地
五

　
　

〃　
　

土　

谷　
　
　

誠

　
　

〃　
　

新
地
一
一
六
八
番
地
四

　
　

〃　
　

長　

野　

征　

定

　
　

〃　
　

新
地
一
六
〇
二
番
地

　
　

〃　
　

宮　

原　

孝　

則

　
　

〃　
　

新
地
一
八
二
〇
番
地
一

　
　

〃　
　

久　

次　

秀　

明

　
　

〃　
　

今
町
一
四
三
五
番
地

監　

事

德　

滿　
　
　

博

　
　

〃　
　

高
田
三
〇
二
七
番
地
七

　
　

〃　
　

板　

清　

正　

則

　
　

〃　
　

高
田
二
二
一
八
番
地
三

（
就
任
役
員
）

役　

名

氏

名

住

所

理　

事

尾　

造　

正　

直

豊
後
高
田
市
高
田
二
五
二
三
番
地
二

　
　

〃　
　

大　

西　

余
志
治

　
　

〃　
　

高
田
二
七
七
二
番
地
二

　
　

〃　
　

板　

清　

正　

則

　
　

〃　
　

高
田
二
二
一
八
番
地
三

　
　

〃　
　

宮　

原　

孝　

則

　
　

〃　
　

新
地
一
八
二
〇
番
地
一

　
　

〃　
　

清　

末　

博　

記

　
　

〃　
　

水
取
三
八
二
番
地

　
　

〃　
　

北　

永　

美　

實

　
　

〃　
　

高
田
二
二
六
七
番
地
二

　
　

〃　
　

長　

野　

征　

定

　
　

〃　
　

新
地
一
六
〇
二
番
地

　
　

〃　
　

大　

西　

忠　

博

　
　

〃　
　

高
田
二
九
二
三
番
地
一

　
　

〃　
　

岩　

田　

保　

広

　
　

〃　
　

高
田
二
一
二
一
番
地
八

　
　

〃　
　

板　

清　

末　

行

　
　

〃　
　

高
田
三
〇
三
九
番
地

監　

事

德　

滿　
　
　

博

　
　

〃　
　

高
田
三
〇
二
七
番
地
七

　
　

〃　
　

久　

次　

秀　

明

　
　

〃　
　

今
町
一
四
三
五
番
地

　
　
　
　
　
　
　

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
三
重
都
市
計
画
道
路

事
業
の
事
業
計
画
の
認
可
の
告
示
が
令
和
三
年
三
月
二
十
二
日
付
け
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
五
十
二
号
を

も
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　
　

令
和
三
年
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
五
十
二
号
三
重
都
市
計
画
道
路
事
業

　
　

三
・
五
・
十
二
号　

駅
前
高
市
線

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

大
分
県

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

主
た
る
事
務
所　

大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一

　
　
　
　
　
　
　
　

号

　
　

従
た
る
事
務
所　

大
分
県
豊
後
大
野
土
木
事
務
所　

豊
後
大
野
市
三
重
町
市
場
千
百
二
十
三
番

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

大
分
県
豊
後
大
野
市
三
重
町
赤
嶺
字
西
方
下
及
び
字
塚
田
並
び
に
市
場
字
高
市
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

　
　
　
　
　
　
　

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
別
府
国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
建
設
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

認
可
の
告
示
が
令
和
三
年
三
月
十
七
日
付
け
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
四
十
七
号
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
の

で
、
同
法
第
六
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　
　

平
成
三
十
年
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
三
十
四
号
別
府
国
際
観
光
温
泉
文
化
都
市
建
設
計
画
道
路
事

　

業　

　
　

三
・
四
・
十
四
号　

南
立
石
亀
川
線

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

大
分
県



令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
報

一
〇

（
公
告
）

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

主
た
る
事
務
所　

大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一

　
　
　
　
　
　
　
　

号　

　
　

従
た
る
事
務
所　

大
分
県
別
府
土
木
事
務
所　

別
府
市
大
字
鶴
見
字
下
田
井
十
四
番
一
号

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

平
成
三
十
年
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
三
十
四
号
の
事
業
地
の
う
ち
大
分
県
別
府
市
大
字
鶴
見
字

　
　

横
土
井
、
字
木
ノ
原
、
字
門
田
及
び
字
中
野
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
し
、
大
分
県
別
府
市
大
字

　
　

鶴
見
字
岩
国
、
字
宮
添
及
び
字
荒
巻
地
内
を
追
加
す
る
。

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

平
成
三
十
年
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
三
十
四
号
の
事
業
地
の
う
ち
大
分
県
別
府
市
大
字
鶴
見
字

　
　

門
田
及
び
字
中
野
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
し
、
大
分
県
別
府
市
大
字
鶴
見
字
荒
巻
地
内
を
追
加

　
　

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
中
津
都
市
計
画
道
路
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
の
告
示
が
令
和
三
年

三
月
十
九
日
付
け
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
四
十
八
号
を
も
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
、
同
法
第
六
十
六
条
の
規

定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
三
年
四
月
六
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

一　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　
　

平
成
二
十
八
年
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
六
号
中
津
都
市
計
画
道
路
事
業

　
　

三
・
四
・
四
号
外
馬
場
錆
矢
堂
線

二　

施
行
者
の
名
称

　
　

大
分
県

三　

事
務
所
の
所
在
地

　
　

主
た
る
事
務
所　

大
分
県
土
木
建
築
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

大
分
市
大
手
町
三
丁
目
一
番
一

　
　
　
　
　
　
　
　

号

　
　

従
た
る
事
務
所　

大
分
県
中
津
土
木
事
務
所　

中
津
市
中
央
町
一
丁
目
五
番
十
六
号

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

　


